
～ 2026/3/31

（対象者数） 22 （回答者数） 20

～ 2026/3/20

（対象者数） 8 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもたちの意欲を大切に自主性を尊重し、仲間との関
りを通しての成長を見守りながら、心地よく過ごすため
のルールや約束事をわかりやすく学べるよう支援し、子
どもたちが主体的にのびのびと活動できるよう支援する
。

2

子どもの反応のよかった活動を繰り返すことで見通しを
もって安心して取り組めるものを大切にし、それが自信
や笑顔・達成感につながるようにする。その中で、時々
アクセントとして新しいものも入れてみる。（経験積み
重ね）８：２（新しいワクワク）くらいの割合で行いた
い。

3

今後も丁寧な打ち合わせと振り返りミーティングを行い
、職員全員が切れ目のない統一した支援を提供できるよ
う努力したい。また、現在行っている業務改善として業
務日誌の内容についても引き続きよりよい連携や共通理
解を促進するため検討を続ける。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

半個室スペースには人的配置を徹底し入退室にも十分留
意するとともに、開口部を変更検討するなどで改善した
い。また、令和8年度中に床部分についてはカーペット
敷からフローリングに改修したい。

2

ＨＵＧシステムの完全導入は利用者や職員の双方にとっ
て有効なツールであるため、令和8年度は利用者がＨＵ
Ｇから毎月の依頼や個別支援計画の閲覧ができるようツ
ール機能の活用をすすめていきたい。

3

HPへの掲載を実施し、誰でもいつでも閲覧できるよう
にする。さらに職員間では、マニュアル保管場所などの
周知、定期的なマニュアルの見直しや更新をすすめ、利
用者状況等にア合わせた適切な内容が周知できるように
する。

必要に応じて個別の部屋や場所を使用することが可能な環
境や広さがあり、適宜パーテーション等を活用したパーソ
ナルスペースも確保できている。よって、プログラムに沿
った活動以外にも、子どもたちが主体的に考え、行動し、
子どもたち同士の関わりの中で共に成長していける環境で
あること。

子どもちの「○○したい」「○○して遊ぼう」の自主性
や選択機会を大切にし、子供たちが主体的に遊びや活動
を考え、それが叶う機会を多くもてるように工夫してい
る。また、個別の関わりや活動、集団活動への参加が苦
手な子どもには個別的な活動や過ごし方もができるよう
環境も含め配慮している。

子どもたちが様々な体験や経験を通して社会性を学び、将
来に向けての成長に繋がるような活動内容としている。ま
た、活動の積み重ねを大切にし、自信をもって安心して行
える（参加できる）活動であること、達成感や意欲を育て
る視点も重視している。

個々の興味や強み、特性に合わせて意図的に繰り返し同
じ活動を行う場合もあり、同じプログラムでも、発達に
合わせた工程を準備している。また、長期休みには平日
の放課後活動では取り組みにくい体験活動やイベントを
企画している。用者の特性に合わせて、

支援前の丁寧な打ち合わせと振り返りミーティングを実施
している。また、虐待防止および身体拘束適正化研修の中
で事例検討を行うことで支援力の向上に務めている。

職員間で当日の利用者について、前回の様子の確認や、
新たに知り得た情報共有を丁寧に行っている。また、支
援方法について、疑問や不安を一人で抱える事がないよ
うに確認し合い、一貫した支援や関わりが持てるように
検討する時間も設けている。特に虐待防止および身体拘
束適正化研修の中でも全職員が「小さな出来事」を書き
出し、事例検討を行っている。

安全計画や各種マニュアル（事故防止、緊急時対応、防犯
、感染症対応など）等は策定済であるものの、訓練内容や
策定内容について保護者や職員への周知・徹底が十分でな
い。

避難訓練は定期的に実施できているため、保護者さまへ
の訓練状況のお伝えや職員への周知はできてる。一方で
、各種マニュアル類については周知方法がバラバラで統
一していない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所は広く活動スペースに余裕があるが、死角となる場
所や汚染時等に迅速に対応しにくいフロア構造となってい
る。

静養スペースとして設置している半個室スペースは、窓
は設置されているが、離れた場所からは室内を完全に見
ることができない構造となっている。また、階下への防
音配慮からカーペット敷にしているため、排せつの失敗
時や制作・調理などで汚染された場合の処理が迅速かつ
完全に拭き取れず清潔保持に課題がある。

ＤＸ化をすすめているが、現在のＨＵＧシステム機能を十
分に生かせていない。また、利用者側の事業所への連絡ツ
ールとしては非効率な側面がある。

ＨＵＧシステムでのサービス提供記録を閲覧・署名やア
ンケート集計にグーグルフォーム集計などを活用するな
ど、少しずつペーパーレス化を進めているが、業務改善
を伴うため完全導入に時間を要している。用者および職
員の両側面に有効なツールであるが、
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